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論文内容の要旨
本論文は，古事記を一つの文学作品としてとらえ，その作品が伝えようとする主題を統一的に理解しよ
うと試みるものである。論文の構成は，大きく第I部の天神・国神論(全二望者).第E部の境界論(全土
章).第E部の系譜論(全二章)及び巻末の付録(参考資料)からなる。
第 I部の天神・国神論は，古事記の核ともいうべき「天皇観」を理解するための手がかりとして. i天
神」から「ぷ神御子」を経て「天皇」につながる構想及びI".k神」の協ノJ者である l困神」について論じ
るの第 1常は.古事記の門頭に登場する「隠身」の神が「天神」と需接に関わることについて，その問題
の所在を明らかにし 「天神」と「身を隠す」ことの意峠を考察するO 第2掌は. il雷神」を考えるに当
たって「天神」と「国神」とが直接対面することのない葦原中国平定条の「荒ぶる同神」と火中出生条の
「同神の子」に焦点をあてて論述し古事記における神話の構造市から「天神」の協)j者としての「国神」
の性格に一貫性が保たれていることを主張している 3
第H部の境界論は，占事記が創り出す神話の世界一一高天原・葦原中国・員泉国・海宮などーーの聞に
設けられる「衛・坂」について論じる。第3章は.従来あまり顧みられなかった「衝」に注目し草原中
間と高天原との聞に「街J が設けられた朗巾を ~J-事記の時界観との関連で論じまずは地上でのホ干的な
「チマタ」を検討し神や邪神写異質なものが現れたり呪術的な行為が行われたりすることの必然、性を見
届け，天孫降臨に際して. i天の八街」に「困神」であるサルタピコが参向するのは， i天神」からして
1"0神」が異質な存従ゆえに行われるものであると促え. アポの八街」は，山事記の構想、上.天皇に繋が
る神統譜の神に限って降臨のルートとして設けられたものであることを明らかにする。第 4章は，葦原中
国と黄泉凶・根之聖州IJiI・海宮とのIMlにあるとされる「板|について論及c i坂」の機能に関して境界と
いう視点から把握し 「黄泉つひら坂」を干引の石で塞ぐことによる孟!原中岡と黄泉国との聞の往来の速
断の意義を問い.また.従来.葦原中岡と黄泉国との位道関係、において，地下説や山中説等が提出されて
いたのを，それとは別に「肢」のもつ機能由-から「黄泉つひら抜」の位置を明確に跡付けたω
第凶部の系譜論は.古事記の系譜記述が主題である「天皇の支配の正当性の定位」といかに関連するか
を論じたものである。第5・6章は，系譜の数をかぞえることが古事記のUjj(性との関連において存住す
ること，及びスサノヲの系譜中に挟み込まれる説話群に注回し系譜「十七・世神」は.これに関わる大国
主神の説話から f二つの世」を数え得るとして. r十五tft..:にのわせた記述の数「十七世jがあると把握
する。古事記という作品を支えている系譜針・(帝紀)と説話群(i日砕)の向安素は.作品論という視点、か
ら異質な要素ではなくて有機的な関連のもとにあることを論述しそのように拠えることがまた古事記の
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作品の問解を深めるものであると結論づけてし喝。
論文審査の結果の要旨
本論文は，古事記が・つの完結した文学作品であるという観点にたって.その作品の主題を理解しよう
と試みたものである。古事記と日本書紀の独自性を認める立場にたち，それぞれの作品の珂解をそれぞれ
の作品の内部に求める立場から，とりわけ古事記の作品論的解釈が施されたものである。
「天神・国神論」として論じられた第 1章は.古事記の構想の主軸は， r天神」から「天神御子」を経
て「天聖」へと続く皇統に存するものであるという認識のもとに， r片事記冒頭にな場する「天神Jの考察
が進められており， fA神諸J i天神」の範凶を「隠神」の視点から根本的に見直した点、に新しさを認め
ることができる。第 2章は，葦原中国主tL定条の「荒振国神」及び火中出生条の「天神之御子」に対する
「注!神之ヂ」をとり挙げて.従来.難解なために全体の中で位置づけられないままやり過ごされるか木文
校訂という外部徴証によって解決をみようとする経緯があったが，ぶ論文ではこれを真正面から取り組み
内部徴証によって把握した点が評価されるn 葦原中国の平定が国譲りによって完了する説話を中に扶んで，
長初の天神の「コトヨサシlと天降り，及び分断されたあとの「コトヨサシJによって天孫降臨の実行が
あるという入り組んだ在りょうを解きほぐして分析し文脈構成論または古事記構想論の立場から浮き彫
りにした論であるω また，火中出生条では，古事記における「国神」が，記全体を通して， r天神」とは
敵対するものではなく協力神としての関係にあるという，従来の研究を凌駕するかたちでそこに一貫性を
読みとり明らかにした意義は大きいものがあるo r境界論Jとしてとり挙げられた第3章は， r天の八街」
の位置づけをおこない.その所が国神である猿田毘占神の参向し得る高天原と葦原rJ..同との世界の倭点・
境界にあたることをうち出しているc 第4章は，共同体の内と外の間は，地形的に山坂や河川が境となっ
ており，それが神話の世界で葦原中国と黄泉同・根之堅州国の聞の「黄泉つひら坂」および葦原中国と海
氏との問の「海坂」として設けられることに繋がると考え， r坂」は，越え難い要塞である一方で世界を
つなぐ通路であり，国家安泰を祈願する祭最巴の場あるいは神託を綬ける場であることを跡付けて，古代に
とっての「版Jが神話化されていく過程を見届けている。その論の運ぴは鮮やかであるo吏に「坂Jの考
察を踏まえながら.葦原中国と黄泉凶との位置関係を従来の地下説や山中説といった上下関係，それはい
わば‘垂直的な世界観であるが，それとは別に.一つの越え難い山販を基準にして.その一方の側に葦原rjl
国の世界が存在し， もう一方の側に持泉国が存在するという水ギ的な世界観で以て，その全体像を把握し
たのは新しい見方としてiHiされる。 r系譜論Jに基づく第 5章及び第6章では.韓同の資料であるIi.::"~ 
閏遣事』における誕生請とその系譜. Ir'史記』やn葉書』等漢籍における系譜.また記紀のほかに金石文
等 l二代文献を広く繕き検討を加えた_1".で.占事記の系譜及び神の数を数えること日体が.口承的要素の
の「なごり」を残したものであることを指摘する。また帝紀と旧辞の両要素を作品論のす.場から有機的な
艇がりをもつものであると論じて.大国主神の「死と再生」の過隈を.実数と記述数との聞に食い違いを
みせるスサノヲの系譜の「ト七世神」に導入して新見を提示したのは甚だ興味深いものがあり好論であるの
以上のように，本論文は.古事記の天阜の支配による正当性という主題と密接に関わる天神・国神，ま
たl'i事記の拍・く神話の世界で葦原中国と関わりをもっ高天原や黄泉同・根之堅州出・海宮との間に設けら
れた「街」や[坂J.世には系譜記述が古事記の主題に如何に寄与するかについて.表現論や文脈論・構
忽!論の立場からそれらの様相を分析し総体的な立論を通じて主題を追いつつ.肯事記が古代文学の席指の
作品であって篤い配慮のもとに生み成されたものであり，作品論として検証するに十分棋えうるものであ
ることを明らかにして，新たな民間をきり拓くことに成功した論であると言える。
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